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表 題 ： ○ ○ ○ ○ ○  1  

 2  

著 者 名 ： 植 生 太 郎 1 *・ 植 生 次 郎 1・ 植 生 花 子 2  3  

 4  

所 属 ： 1△ △ △ △ △ ・ 2□ □ □ □ □  5  

 6  

英 文 表 題 ： ○ ○ ○ ○ ○  7  

 8  

ロ ー マ 字 著 者 名 ： Ta r o  S H O K U S E I 1 * ,  J i r o  S H O K U S E I 1  a n d  H a n a k o  S H O K U S E I 2  9  

 10  

英 文 所 属 ： 1○ ○ ○ ○ ○ ;  2○ ○ ○ ○ ○  11  

 12  

欄 外 見 出 し ： ○ ○ ○ ○ ○ （ 3 0 字 以 内 ）  13  

 14  

A b s t r a c t :  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○15  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ .  16  

 17  

K e y  w o r d s :  ○ ○ ○ ,  ○ ○ ○ ,  ○ ○ ○ ,  ○ ○ ○ ,  ○ ○ ○（ ア ル フ ァ ベ ッ ト 順 に 518  

語 以 内 ）  19  

 20  

■  は じ め に  21  

 22  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○23  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ．  24  

 25  

■  調 査 地 の 概 要  26  

 27  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○28  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （ 図 1）．  29  

 30  

図 1  
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■  方 法  1  

 2  

野 外 調 査  3  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○4  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ．  5  

 6  

デ ー タ 解 析  7  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○8  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ．  9  

 10  

■  結 果  11  

 12  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○13  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （ 表 1）．  14  

（ 上 記 の 方 法 の よ う に 小 見 出 し を 用 い ， 本 文 を 分 け て も よ い ）  15  

 16  

■  考 察  17  

 18  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○19  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ．  20  

（ 上 記 の 方 法 の よ う に 小 見 出 し を 用 い ， 本 文 を 分 け て も よ い ）  21  

 22  

■  謝 辞  23  

 24  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○25  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ．  26  

 27  

■  摘 要  28  

 29  

 1．○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○30  

表 1  
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ．  1  

 2．○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ．  3  

 4  
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図 1．○○○○○． 

・図は一枚ずつ刷り上がり相当の大きさで書くこと（1 段幅の場合は横 8.5 

cm 以内，2 段幅の場合は横 17.5 cm 以内で書くこと） 

・1 つの図は 1 ページに収まるサイズとすること 

・カラー印刷を希望しない場合は白黒で書くこと 

・図中の和名には学名を併記すること 

・図の欄外余白に図番号を振ること 

・各図の挿入希望位置を本文原稿の右側余白に指定すること 

・図の説明は図の下部に書くこと 

図 1 
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表 1．○○○○○． 

 

 

・カラー印刷を希望しない場合は白黒で書くこと 

・表中の和名には学名を併記すること 

・表の欄外余白に図番号を振ること．1 つの表を複数ページに分割した場

合は，「表 1-1」のように順序がわかるようにすること 

・各表の挿入希望位置を本文原稿の右側余白に指定すること 

・表の説明は表の上部に書くこと 

表 1 


